
 
      

科ｺｰﾄﾞ  23501 

科目ｺｰﾄﾞ 600110 

科  名 Ⅱ部ファッション流通 1年 

科目名 ファッションビジネス概論Ⅰ 

単  位 6単位 

授業期間 通年 
 
担当教員(代表)：佐草 勇樹 共同担当者：  

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッションビジネスに関する基礎を学ぶ、知識として定着させることを目標とする。社会経済の変遷とファッションビジネ

スの関係、ファッション業界の構造と役割、各職種の役割、マーケティングや計数の基礎など、演習課題を通して理解する。

またそれらを活かして自身の設定テーマに沿った自由研究を実施、プレゼンテーションまで実践する。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ テーマ 方法 コマ 

オリエンテーション① 講義・演習 1 ファッションマーケティング 講義・演習 1 

オリエンテーション②                              

導入① ファッションとファッションビジネス  

講義・演習 1 
ファッションマーチャンダイジング  

講義・演習 1 

オリエンテーション③                           

導入② 消費者の理解 顧客満足 

講義・演習 1 
FB能力検定試験対策① 計数知識 

講義・演習 1 

Lifestyleと Occasion① ライフスタイルマップ作成 講義・演習 1 FB能力検定試験対策② 練習問題 講義・演習 1 

Lifestyleと Occasion② オケージョンマップ作成 講義・演習 1 マーケットリサーチ① データ分析・整理 講義・演習 1 

Lifestyleと Occasion③ プレゼンテーション 演習 1 マーケットリサーチ② データ分析・整理 講義・演習 1 

ＦＢの変遷① 1950〜1970年代の変遷 講義・演習 1 マーケットリサーチ③ データのビジュアル化 演習 1 

ＦＢの変遷② 1980～2000年代の変遷 講義・演習 1 マーケットリサーチ④ データのビジュアル化 演習 1 

ＦＢの変遷③ 2010～現代の変遷 講義・演習 1 マーケットリサーチ⑤ プレゼンテーション 演習 1 

ファッション産業の構造① 川上 川中  講義・演習 1 自由研究① リサーチ結果のまとめ（レポート作成）                                 講演習 1 

ファッション産業の構造② 川下 講義・演習 1 自由研究② リサーチ結果のまとめ（レポート作成） 演習 1 

ファッション産業の構造③ マーケットリサーチの重要性 講義・演習 1 自由研究③ リサーチ結果のまとめ（プレゼン作成） 演習 1 

ファッション産業の構造④ 流通の役割                                                                    講義・演習 1 自由研究④ リサーチ結果のまとめ（プレゼン作成） 演習 1 

ファッション産業の構造⑤ 経営と情報活用 講義・演習 1 自由研究⑤ プレゼンテーション 演習 1 

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価80％ 授業姿勢20％  

  
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 

 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
ファッションビジネスに関する基礎を講義で学び、いくつかの演習課題を通して理解を深めるていく 
担当者：佐草 勇樹（文化服装学院 専任講師） 

記載者氏名 佐草勇樹 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR1 

科目ｺｰﾄﾞ 504410 

科  名 II部ファッション流通科１年 

科目名 コンピュータ・スキル II 

単  位          ２ 単位 

授業期間 6/10～11/11 
 
担当教員(代表)：江原数彦 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

Illustrator・Photoshop・Office ソフトの操作方法を習得する。 

情報をわかりやすく伝える事を目的とした「コンテンツ制作」ができるよう、操作技術を身に付ける。 

同時に Googleドライブや USBメモリなど、情報の管理方法とツールの扱い方についても知識と技術を修得する。 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

Illustratorの操作方法 

①授業の目的理解 ②図形の描画と編集ができる（１） ③文字の単純入力ができる 
講義・演習 １ 

Illustratorの操作方法 

①図形の描画と編集ができる（２） ②写真の配置とマスク処理ができる ③文字の入力と細かな調整と編集が

できる 

講義・演習 １ 

Illustratorの操作方法 

①テキストデータの配置ができる 
講義・演習 １ 

Illustratorの操作方法 

①ベジェ曲線を作成することができる 
講義・演習 １ 

Illustratorの操作方法 

①ベジェ曲線で写真をマスクすることができる ②文字と写真とイラストの融合作品の制作できる 
講義・演習 １ 

Illustratorの操作方法 

①商品計画プレゼン資料の制作にとりくむことができる 
講義・演習 １ 

Photoshop の操作方法 

①画像やデータの容量調整ができる ②画像のレタッチができる 
講義・演習 １ 

Photoshop の操作方法 

①文字入力ができ効果的な演出ができる ②レイヤーマスクの操作ができる 
講義・演習 １ 

Photoshop の操作方法 

①レイヤーの描画モードの仕組みを理解し、表現できる ②複雑な背景切抜きができる 
講義・演習 １ 

Office Wordの操作方法 

①ビジネス文書のフォーマットを再現することができる 
講義・演習 １ 

Office Excel の操作方法 

①表の作成・文字と数字の入力ができる ②計算式を入力することができる ③関数を作成することができる 
講義・演習 １ 

Office Excel の操作方法 

①グラフを作成することができる ②簡単な総合練習問題に取り組む 
講義・演習 １ 

Office PowerPointの操作方法 

①基礎的なプレゼンテーションスライドの作成方法を習得する。 
講義・演習 １ 

Office PowerPointの操作方法 

①効果的なコンテンツの取り組みと、プレゼンテーションのあり方について習得する。 
講義・演習 １ 

 
【評価方法】  

定期的に提出する課題制作において、授業で取り上げた操作が再現できているかをデータにて確認する。その課題作品を基に 

S〜C・F評価（学業成果物評価60%、授業姿勢40%）にて評価する。 
 
主要教材図書  なし（オリジナルプリント）                 

参考図書  なし 

その他資料 USBメモリを使用 
 

 

記載者氏名 江原数彦 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
授業は Photoshopや Illustratorにおいては機能をスモールステップ方式で確実に修得し、2年時の作品制作につなげてい
く。Officeソフトは最低限知るべき機能を修得し、実務にスムーズに取り組めるようにする。 
教員は、広告会社営業、広告制作を経たのち、専門学校・大学等で 20年以上に渡り情報表現やマーケティング等の授業を実
践してきた実務及び教育の経験者が担当する。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  23501 

科目ｺｰﾄﾞ 606310 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 1年 

科目名 接客応対スキルⅠ 

単  位       1単位 

授業期間     1～3月 
 

担当教員(代表)： 小林章子 共同担当者： 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

・販売員の重要性、必要性を理解する 

・接客販売の基本の流れと、販売員としての基本的な立ち居振る舞いを理解する 

・接客の楽しさ、難しさをロールプレイングを通して学ぶ 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

・オリエンテーション / ・第一印象の重要性 

・感じの良い FAとは 
講義・ディスカッション 1 

・販売員の基本マナー 講義 1 

・商品の取り扱いの基本 講義・ロールプレイング 1 

・お客さまの購買心理と FAの対応 

・理想的な販売員とは 
講義・ディスカッション 1 

・会話を弾ませながら情報収集 講義・ロールプレイング 1 

・価値が伝わる商品提案 講義・ロールプレイング 1 

・ロールプレイング 

・まとめ 
講義・ロールプレイング 1 

 

【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価  評価基準 学業評価50％：ロールプレイング、レポート、ファイル管理 

授業姿勢50％：出席状況、授業に対する参加度による総合評価 
  

主要教材図書   なし                

参考図書     なし 

その他資料    なし 
 

 

記載者氏名 小林章子 
 

授業の特徴と担当教員紹介      
アパレル企業での接客販売、マネジメント、店舗運営、VMD、スタッフ研修等の業務経験をもとに、接客販売
の重要性やファッション業界で必要とされるコミュニケーションスキル・マナー・テクニックをロールプレ
イング形式で学ぶ実践指導を実施。課題点を捉え、改善につなげるプロセスも身に付ける。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR 

科目ｺｰﾄﾞ 100610 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 1年 

科目名 アパレル商品概論Ⅰ 

単  位 2単位 

授業期間 前期 
 
担当教員(代表)：佐藤 雄太郎 共同担当者：  

 
 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

講義・実習を通し、接客をはじめアパレル業界で最低限必要な商品知識を習得、向上させせる 

  
 

商品知識の習得････････････････････････････････････････････(講義・実習)  

 

 １、ディテールデザイン･･････････（講義） 

   衿、衿ぐり、袖、ポケット等の基本型の名称と特徴を知る。 

 ２、アイテム別商品知識･･････････（講義・実習） 

    基礎アイテムのデザイン、名称、特徴、素材他を総合的に理解させる。 

また、学習した各アイテム別に今シーズンの写真を元にアイテム解説、コーディネート解説をすることにより 

接客時の表現力、トレンドの情報収集力を身につける。 

① シャツブラウス 

② パンツ 

③ スカート 

④ ワンピース 

 ３、ファッションビジネス能力検定対策 

   造形知識の範囲を解説する。 

 
【評価方法】S～C・F評価  評価基準：学業評価 60％  授業姿勢40％ 

商品知識（デザイン、特徴、素材、構造など）について授業内容を理解できているか、筆記試験を行なう。 

（前期、後期の平均点と出欠・授業態度） 

 
主要教材図書                   

ファッション流通講座②コーディネートテクニック アパレル編Ⅰ 

参考図書  
ファッションビジネス用語辞典（文化学園 教科書出版）  
新ファッションビジネス基礎用語辞典（光琳社出版） 

その他資料  
 アイテム別講義記入プリント 

 

記載者氏名 佐藤 雄太郎 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ VR1 

科目ｺｰﾄﾞ VR11701010 

科  名 Ⅱ部 ファッション流通科 1年 

科目名  コーディネートⅠ 

単  位 1   単位 

授業期間 （4/13～6/1） 
 
担当教員(代表)：佐藤 藍衣 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

時代への適応力を持ち合わせ、客観的に捉えたファッションコーディネートの提案能力を養う。 

課題制作に取り組みながら学習することを目標とする。 

ライフスタイル、ファッションイメージに視点を置き、それぞれのコーディネートテクニックの 

講義・ビジュアルマップ製作実習を行う。                                     合計 7コマ 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

ファッションコーディネートとは（ファッションコディネートの基本的な考え方とその種類について） 講義 1 

ライフスタイルに視点を置いたコーディネート・マップ製作 講義・実習 2 

ファッションイメージに視点を置いたコーディネート（クラシック・エレガント）マップ製作 講義・実習 3 

ファッションイメージに視点を置いたコーディネート（ロマンティック・スポーティブ）マップ製作 講義・実習 4 

ファッションイメージに視点を置いたコーディネート（エスニック/フォークロア・マニッシュ）マップ製作 講義・実習 5 

ファッションイメージに視点を置いたコーディネート（モダン・アバンギャルド）マップ製作 講義・実習 6 

これまでの内容を踏まえたマップ製作・ファイルまとめ・ファイル提出 実習 7 

   

   

   

   

   

   

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

評価基準：学業評価 90％ 授業態度10％ 
 
主要教材図書 
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック 演出編                   

参考図書  

その他資料  
 

 

記載者氏名  佐藤 藍衣 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
様々な視点におけるファッションコーディネートを講義・実習・課題制作を通してコーディネート力、提案力を学ぶ。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR1 

科目ｺｰﾄﾞ 502610 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科１年 

科目名 ファッションカラーⅠ 

単  位     3単位 

授業期間 後期 
 
担当教員(代表)：大串 由美子 共同担当者： ― 

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

ファッション流通の色彩に関する基礎的な技術や知識を、演習を中心に行いながら習得する。 

ファッション色彩能力検定 3級に対応。 

  

【授業計画】 

 

１．導入 ＜１コマ＞ 講義・実習 

    色彩のはたらき ／ ベーシックカラー分類・整理 

２．色彩の体系 ＜２コマ＞ 講義・演習 

    色の三属性とトーン ／ カラーチャート作成（Hue&Tone） 

３．配色の基礎 ＜２コマ＞ 講義・演習 

    色相を基準とした配色 ／ トーンを基準とした配色 

４．ファッションカラーコーディネーション <３コマ＞ 講義・演習 

    アクセントカラー ／ セパレーション ／ グラデーション 

    色彩構成の基礎（シンメトリー ／ アシンメトリー等） 

５．色彩心理 ＜講義および演習２コマ＞       

色の感情効果 ／ 色の見え 

６．パーソナルカラー ＜講義および実習２コマ＞  

    パーソナルカラー概論 ／ 色素確認 ／ ドレーピング 

 

上記内容について、講義と演習・実習を組み合わせて進める 

演習に該当する家庭実習あり 

 
【評価方法】  

S～C・F評価  評価基準：学業評価50％ 授業姿勢50％  

 

主要教材図書  『ファッション色彩Ⅰ』『ファッション色彩能力検定試験 3級問題集』（文化出版局） 

参考図書    なし 

その他資料   ベーシックカラー140（B5版）、カラーチャート 
 

 

記載者氏名 大串 由美子 

 

授業の特徴と担当教員紹介      
ファッションの流通に関連する色彩について、実習・演習（カラーワーク）を行うことで理解を深め、知識の定着を目指す。
専門学校・大学・企業等での色彩講座・研修・カラーコンサルティングを担当。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  ＶＲ１ 

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 1年 

科目名 アパレル素材論 

単  位     １単位 

授業期間 7回（14コマ） 
 

担当教員(代表)：クワシー ブレンダ小林 共同担当者： なし 
 

 
【授業概要、到達目標・レベル設定】 

アパレル製品の材料となる繊維、糸、布地や加工などの構造および性質について理解を深めることを目的と

である。アパレル素材の基礎的知識を習得し、素材の視点からアパレル製品の特性を説明できるようになる

ことが目標とする。 

  
【授業計画】 

 

1. 概論  ＜1コマ＞ 講義・演習 

 アパレル素材とは 

 アパレル素材からアパレル製品になるまでの製造工程について 

       ≪実習≫服装調査 

              

2. 繊維  ＜7コマ＞ 講義・演習（実験） 

 繊維とは 

 天然繊維・化学繊維の種類と分類 

 各種繊維の成分と構造および性質 

≪実習≫繊維の鑑別（呈色法）              

 

3. 糸  ＜2 コマ＞講義・演習 

 糸の製造工程 

 糸の種類と構造および性質 

 糸の太さと表示 

≪実習≫糸の分類、糸の構造分解    

   紡績方法および仕上げ加工別の毛織物の分類・分析              

        

4. 布地＜3 コマ＞講義・演習（実験） 

 織物の種類と性質 

 組織の分類別（三原組織、重ね組織、パイル組織、紋組織） 

 ニットの種類と性質 

 組織の分類別（よこ編み・たて編みの三原組織を中心に） 

 

≪実習≫織物の分類（三原組織ごとに分類・分析）先染め・後染めの分類・分析、 

精練漂白の効果、布地の諸元調査（組織、厚さ、密度、目付けを分析） 

5. 加工＜1 コマ＞講義 

加工の目的、種類および用途 
 

 
【評価方法】 Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

課題提出状況（70％）と受講態度（30％）を基準として総合的に評価する 

 
主要教材図書  

・文化ファッション大系 改訂版・服飾関連専門講座 3「アパレル素材論」文化服装学院編 文化出版局 
・「ワークブック アパレル素材論」文化出版局 
・「テキスタイルファブリック」文化学園事業局 

参考図書    なし 

その他資料   なし 
 
授業の特徴と担当教員紹介  
授業の特徴：講義を中心に実験など実習も積極的に取り入れて、多角的にアパレル素材を学ぶことを目指す。 
担当教員の紹介：文化学園大学院 修了（被服学修士）。2019年より本学に勤務。素材論や染色を担当する。 
 

記載者氏名  クワシー ブレンダ小林 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ VR１ 

科目ｺｰﾄﾞ 40000 

科  名 Ⅱ部 ファッション流通科  1年 

科目名 アパレル品質論 

単  位 １ 

授業期間 前期 
 

担当教員(代表)：吉村 とも子 共同担当者： 
 

教育目標・レベル設定など 

主にテキスタイルやアハ゜レルの品質評価試験、品質基準、洗濯等の取扱い方法や製品の品質表示、関連する法規制や

規格等について講義・演習・実習を通して学び、法令遵守の上、実用性能・要求品質を満たしたアパレルの企画・製造・販売

ができることを目標とする。 

 
授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先、 

1.アパレルと品質管理                           講義 １コマ 

  ・アパレルに求められる品質 

  ・アパレルの製造工程別管理 

 

2.品質評価試験（実用性試験）と評価 

    ・品質評価試験の種類および品質基準         

    ・染色堅牢度試験                          講義 2コマ 

  ・寸法変化試験  

 

3.アパレルの品質表示と法規制                       講義 5コマ 

  ・義務表示 家庭用品品質表示法 繊維製品表示規程 

                  雑貨工業品表示規程 

      

  ・関連する法規制        不当景品類及び不当表示防止法 

安全性に関わる法規制  

                  製造物責任法        等    

 

4.アパレル製品の取扱い                          講義 4コマ 

・耐洗濯性：家庭洗濯 

商業洗濯 ウエットクリーニングとドライクリーニング  

・保管                  

・耐薬品性（しみ抜き実験）  

             

5.アパレル製品の保証と製品事故                      講義 2コマ 

  ・商品の保障 

  ・製品事故の種類と原因・対策                  

・計：１４コマ  

 
 

評価方法・対象・比重   

学業評価＝各期末試験の得点、平常成績（授業内での応答、課題の評価）６０％  

授業姿勢＝出欠状況、授業課題提出状況など４０％とし、総合評価する 
 
主要教材図書 
教科書:        ﾌｧｯｼｮﾝ大系改訂版・服飾関連専門講座①「アパレル品質論」文化出版局発行 

参考図書         

その他資料 
 

 

授業の特徴と担当教員紹介     
吉村とも子   文化女子大学（現文化学園大学）卒業。文化服装学院勤務、現在講師。 

記載者書名欄      吉村とも子 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 1年 

科目名 アパレル商品構造論・演習Ⅰ 

単  位   3単位 

授業期間 10月～1月 
 
担当教員(代表)：高橋 優 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

裁縫道具の名称や使い方の基礎知識を習得し、サコッシュ製作を通し、基礎縫いを学習する。 

カジュアルパンツの縫製を体験し商品への理解を深め、さらにマーケットの動向を探り、調査研究を行う。 

  

【授業計画】 

コマ 内 容 コマ 内 容 

1 

・授業の目標／スケジュール 

・学用品確認／縫製用具確認 

・パンツサイズ決め／サコッシュ縫い代つけ 

８ ・パンツポケット作り／アイロン定規 

2 
・パターンメイキング／パターンカット 

・布地の見積り（無地と柄による違い） 
９ ・ポケットつけ 

3 
・パターン配置／裁断準備 

・グループで裁断実習（サコッシュ・パンツ）① 
1０ 

・ポケットつけ・脇縫い or股下・股ぐりロック 

・冬期課題説明 

4 
・グループで裁断実習（サコッシュ・パンツ）② 

・切りノッチ 
1１ ・ポケットつけ・脇縫い or股下・股ぐりロック 

5 ・ミシン講習／ロックミシン講習 １２ ・ウェストロック・三つ折り 股下縫い 

6 

・基礎縫いサコッシュ 

（手ひも→並み縫い／ミシン、ロックミシン→胴体） 

・印つけ 

１３ 

・股ぐり縫い 

・ウェストゴム入れ／裾上げ 

・レポート説明 

7 
・基礎縫いサコッシュ完成 

・アイロン定規／ミシン／ロックミシンの使い方 
１４ 

・仕上げアイロン  

・アレンジバリエーション説明 

 
【評価方法】  

制作物＋出席状況 （5：5） 

 
主要教材図書 
ファッション流通講座⑥、ファッション流通講座① 

参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名 高橋 優 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 

科目名 ファッション史Ⅰ 

単  位 1単位 

授業期間 前期 or後期 
 
担当教員(代表)：菊田 琢也 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

西洋服装史の通史的、概論的授業。1 年次では、古代から 18 世紀までの西洋史と服装の変遷について学ぶ。特に、ヨーロッパの服装

の変化と特性に重点を置き、現代ファッションの生成を理解し、学生が今後のファッションデザインにその知識を活かせるようにする。 
 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

イントロダクション：歴史を学ぶ意義と方法論 座学 1 

古代の服飾：エジプト、メソポタミア、ギリシア、ローマ 座学 1 

中世の服飾：ビザンティン、ロマネスク、ゴシック 座学 1 

近世の服飾（1）：ルネサンスの服飾 座学 1 

近世の服飾（2）：バロックの服飾 座学 1 

近世の服飾（3）：ロココの服飾 座学 1 

まとめ：近世の服飾の変遷と社会的役割 座学 1 

   

   

   

   

   

   

   

 
【評価方法】  

授業態度、授業内課題を重視する。学期末にレポートを提出してもらい、最終的な評価を判断する。 

 

 
主要教材図書                   
文化服装学院編『改訂版・西洋服装史』文化出版局 2012 
授業プリント（毎回配布） 

参考図書  

その他資料  
 

記載者氏名  
 

授業の特徴と担当教員紹介 
昭和女子大学環境デザイン学科専任講師。被服環境学博士。専門は文化社会学、近現代ファッション史。大学で教鞭を執るほか、パリ 
コレクションなどの取材を継続して行なっている。主な著書に、『相対性コム テ ギャルソン論』(共著、フィルムアート社、2012)など。  

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

科  名 Ⅱ部ファッション流通 1年 

科目名 ビジネススキル 

単  位 1単位 

授業期間 後期 
 

担当教員(代表)：高橋優 共同担当者：  
 

 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

アパレル業界で働く上で必要となる一般常識やマナーを学ぶことを目標とする。また具体的な就職活動の方法を知るためにエ

ントリーシートや面接対策を実施、自身の就職活動に役立てられるように実践する。 

  

コマ 内 容 方法 

1 
就職活動の心構え 

就職活動の現状／業界・職種選び／履歴書について 

・講義 

・ディスカッション 

2 
自己分析を通して自分のＰＲポイントを考える 

自己分析とは何か／長所の見つけ方／希望職種への繋げ方 

・講義 

・プレゼンテーション 

3 
志望動機を通して自分の企業貢献ポイントを考える 

志望動機の実例／志望動機に使えるネタ探し 

・講義 

・ディスカッション 

4 
自己ＰＲを履歴書やエントリーシートに落とし込む 

封筒の選び方と書き方／応募書類を郵送・持参する際の注意点 

・講義 

・ディスカッション 

5 
覚えておきたい文書と電話応対のマナー 

E メール・手紙の基本／電話のかけ方の基本／お礼・お詫び 

・ディスカッション 

・プレゼンテーション 

6 
内定を決める面接について 

第一印象とマナー／面接の種類とその対策 

・ディスカッション 

・プレゼンテーション 

7 
テーマに合わせたグループワークを体験する 

就職に向けた心構えと面接練習 

・講義 

・プレゼンテーション 

   

 
評価方法・対象・比重 

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する  

 
 
主要教材図書 なし 

参考図書 ◇業界選び・仕事選び 自己分析自己 PR【完全版】     ◇内定を決める！面接の極意 

     ◇エントリーシート 履歴書・志望動機自己 PR【完全版】  ◇何を PRしたらいいかわからない人の受かる！自己 PR 作成術 

     ◇最新最強の履歴書 職務経歴書             ◇絶対内定 2023 エントリーシート・履歴書 

その他資料 なし 
 

記載者氏名 高橋優 

 

2022 年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  23501 

科目ｺｰﾄﾞ 980010 

科  名 Ⅱ部ファッション流通 1年 

科目名 特別講義Ⅰ 

単  位 1単位 

授業期間 後期 
 

担当教員(代表)：佐草 勇樹 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

現役のファッション業界人を講師として招き、ファッション業界の現状を知ることを目標とする。 

 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

販売の仕事 講義 1 

プレスの仕事 講義 1 

スタイリストの仕事 講義 1 

商品企画の仕事 講義 1 

ECビジネスの現状 講義 1 

WEBマーケティング 講義 1 

就職活動に向けての心構え 講義 1 
 
評価方法・対象・比重 

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
  
授業の特徴と担当教員紹介  
業界で活躍するプロの話を聞き、職業理解と自身の目標設定につなげる機会とする。 

担当者：佐草勇樹（文化服装学院 専任講師） 

記載者氏名 佐草勇樹 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ   

科目ｺｰﾄﾞ  

 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 1年 

科目名 インターンシップ a（1Ｗ・2Ｗ） 

単  位 1～2単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

現場でのインターンシップを通して、①業界の現状を知ること、②自身のスキルアップにつなげることを目標と

する。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

・自主参加によるインターンシップ（実習）を実施する。 

・インターンシップ企業は自身で開拓、もしくはキャリア支援室に紹介された企業とする。 

・インターンシップであるため交通費や賃金は発生せず、無償での実習とする。 

・インターンシップ後にはレポートの提出が必要となる。 

・実習時間によって付与される単位数が決定する。 

 インターンシップa 1Ｗ：1週間（8時間×5日間＝40時間）に相当する実習には1単位付与 

  ※15コマ相当として換算 

 インターンシップa 2Ｗ：2週間（8時間×10日間＝80時間）に相当する実習には2単位付与 

※30コマ相当として換算 

・単位付与に必要なレポート内容や実習時間はⅠ部インターンシップと同様とする。 

 

 

 
【評価方法】  

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

記載者氏名 佐草勇樹 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
企業での仕事内容を理解し、自身のキャリアを考える機会とする。 

担当者：佐草勇樹（文化服装学院 専任講師） 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  23502 

科目ｺｰﾄﾞ 600120 

科  名 Ⅱ部ファッション流通 2年 

科目名 ファッションビジネス概論Ⅱ 

単  位 6単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

Ⅱ部ファッション流通科のメイン科目として、1年次のファッションビジネスに関する基礎知識をふまえた上

で、応用レベルを学ぶ。ファッションビジネスにおける企画立案のための情報活用の重要性を理解し、演習課題

やワークでのアウトプットを行う。またその成果を卒業研究創作に結実させることを目標とする。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ テーマ 方法 コマ 

オリエンテーション 講義                       1 FB能力検定対策（マーチャンダイジング分野） 問題・解説 1 

1年次の復習（ファッションとファッションビジネス） 講義・実習 1 FB能力検定対策（流通、貿易分野） 問題・解説 1 

1年次の復習（ファッションとファッションビジネス） 講義・実習 1 FB能力検定対策（造形知識） 問題・解説 1 

1年次の復讐（最新用語と時流の理解） 講義・実習 1 卒業研究（テーマの設定と研究準備、個別面談） 実習・点検 1 

1年次の復讐（最新用語と時流の理解） 講義・実習 1 卒業研究（テーマの設定と研究準備、個別面談） 実習・点検 1 

マーケティング概論（ターゲットの理解） 講義・実習 1 卒業研究（研究レポート作成、個別面談） 実習・点検 1 

マーケティング概論（カスタマージャーニー） 講義・実習 1 卒業研究（研究レポート作成、個別面談） 実習・点検 1 

マーケティング概論（企画立案） 講義・実習 1 卒業研究（研究レポート作成、個別面談） 実習・点検 1 

マーケティング概論（プレゼンテーション） プレゼン 1 卒業研究（研究レポート作成、個別面談） 実習・点検 1 

コミュニケーション概論（コミュニケーションの理解） 講義・実習 1 卒業研究（研究レポート作成、個別面談） 実習・点検 1 

コミュニケーション概論（メディアの種類） 講義・実習 1 卒業研究（研究成果の具現化作業） 実習・点検 1 

コミュニケーション概論（コミュニケーションの基本） 講義・実習 1 卒業研究（研究成果の具現化作業） 実習・点検 1 

コミュニケーション概論（コミュニケーションの種類） 講義・実習 1 卒業研究（研究成果の具現化作業） 実習・点検 1 

FB能力検定対策（ファッションマーケティング分野） 問題・解説 1 卒業研究（成果報告プレゼンテーション） プレゼン 1 

 
【評価方法】  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価80％ 授業姿勢20％  

  
主要教材図書 なし                  

参考図書 ファッションビジネス能力検定試験 2級ガイドブック 

その他資料 なし 

 

       

授業の特徴と担当教員紹介 担当者：薫森三義（文化服装学院 専任講師） 
ファッションビジネスにおける企画立案のための情報活用の重要性を理解し、演習課題やワークでのアウトプットを実践する。 

ターゲット理解を重点的に、相手（顧客）と関わりを持つためのコミュニケーションについて学ぶ。 
また学びの成果を、各自が設定したテーマを深掘りしながら卒業研究創作として結実させ、口頭と展示形式でのプレゼンテーションを行う。 

 

記載者氏名 薫森三義 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ 23502 

科目ｺｰﾄﾞ 602100 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 2 年 

科目名 ショップ計数 

単  位 1単位 

授業期間 後期 
 

担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  
 

 

概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

ショップスタッフとして必要となるショップ計数についての基本的な知識の修得を目標とする。 

店メンバーとコミュニケーションを取る上で必要となる計数用語を理解し、計算演習を通して日々の計数管理業務が最低限で

きるようになることを目指す。 
  

回数 内 容 方法 コマ 

1 計数の持つ意味、商品の価格構造、売場計数の基本 講義・演習 1 

2 マーケットの認識、売場の理解、売上高の構造 講義・演習 1 

3 値入高（率）、粗利益高（率）、ロス高（率）、仕入条件と掛率の関係         講義・演習 1 

4 在庫高と売上高の関係、損益分岐点 講義・演習 1 

5 売り場で使われる比率 講義・演習 1 

6 検定対策問題 講義・演習 1 

7 授業内容のまとめ、確認テスト 講義・演習 1 

    

    

    

    

    

    

    

 
評価方法・対象・比重  

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価70％ 授業姿勢30％ 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

 

記載者氏名 薫森三義 

授業の特徴と担当教員紹介  
販売スタッフとして必要なショップ計数についての基本的知識を修得する。コミュニケーションツールとなる計数用語の理解、計算演習を通
して売場で必要な計数管理業務がスムーズにできるようになることを目指す。担当者：薫森三義（文化服装学院 専任講師） 

2022 年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR2 

科目ｺｰﾄﾞ 504420 

科  名 II部ファッション流通科 2年 

科目名 コンピュータ・スキル II 

単  位          １ 単位 

授業期間 4/15～6/3 
 
担当教員(代表)：江原数彦 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

Illustrator・Photoshopで「魅せる資料」が作成できるまでの「技術と知識」を身に付ける。「魅せる資料」とは、全体のレイアウトバラン

スが整い、細部にオリジナリティがあり、目的に適した情報提供ができるようになることである。レイアウトバランスにおいては、個性よ

りも「わかりやすく、伝わりやすい」を基準とする。技術においては 1 年次に身に付けたグラフィックソフトの操作技術に則り、「プラスワ

ン」の装飾デザインが実現できるようにする。 

 

【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

①授業の目的を理解する 

②商品計画プレゼン資料のレイアウトを模倣制作する 
講義・演習 １ 

①写真の役割・誌面上での使い方について学ぶ 

②Photoshop機能の確認 
講義・演習 １ 

①Photoshop「切り抜き」機能の完全マスター 

②課題に対する自身のページレイアウトを完成させる 
講義・演習 １ 

①文字をデザインに活用する方法を理解する 

②課題に対する自身のページレイアウトにタイトル・文章を入れる（１） 
講義・演習 １ 

①プラスワンのパーツデザインでオリジナル性を出す必要性を理解する 

②Illustrator「図形描画」「パスファインダ」「ベジェ曲線」機能の確認 

③課題に対する自身のページに必要とされる画像を保存する 

講義・演習 １ 

＜期末課題の制作＞ 

2022AW/2023SSのマイショップの商品計画プランの資料制作 
課題制作 １ 

＜期末課題の発表＞ 

2022AW/2023SSのマイショップの商品計画資料の作品発表 
課題制作 １ 

 
【評価方法】  

期末試験課題である「マイショップ」商品計画資料の制作において、 

・ページレイアウトに意味を持たせ、それが機能しているか 

・制作ルール（画像の点数・切り抜き画像の点数・ページ数）を満たしているか 

・タイトルや本文等の文字の入れ方に、授業で取り上げた「読みやすさ」が反映されているか 

・ページレイアウトにおいて、授業で取り上げた整列等の基本ルールが守られているか 

等を基に、 

S〜C・F評価（学業成果物評価60%、授業姿勢40%）にて評価する。 
 
主要教材図書  なし                 

参考図書  なし 

その他資料 USBメモリを使用 
 

 

記載者氏名 江原数彦 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
Photoshopや Illustratorの機能を修得しながら、機能だけに頼らず、自分が伝えたい情報を「確実に」伝達できるグラフィ
ック表現手法を身につける授業である。 
教員は、広告会社営業、広告制作を経たのち、専門学校・大学等で 20年以上に渡り情報表現やマーケティング等の授業を実
践してきた実務及び教育の経験者が担当する。 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



そさ 
      

科ｺｰﾄﾞ    23502 

科目ｺｰﾄﾞ 606320 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科２年 

科目名 接客応対スキルⅡ 

単  位 3 

授業期間 6～1月 
 
担当教員：門元 伸子 共同担当者：  

 
ルカかか 
科目概要 

・販売員としての立ち居振る舞い・実践的な知識を身に着けさせる 

・お客様を思いやるホスピタリティ精神がある人材をつくる 

・販売をすることの楽しさを知る 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

1. オリエンテーション・自己紹介/ソーシャルスタイル診断 

2. １年次復習（動的待機〜アプローチ〜セールストーク） 

3. 言葉遣い 基本的な接客用語 

4. 電話応対 名刺交換 席次 

5. プレゼンテーション①（コーディネート提案） 

6. 金銭授受 

7. コンテスト視聴／コミュニケーションゲーム 

8. 洗濯・アフターケア 

9. お聞きだしカルテ 

10. お聞きだしカルテプレゼンテーション 

11. プレゼンテーション②（自分のイチオシ商品紹介） 

12. クレーム応対 

13. 顧客づくり・顧客アプローチ手法 

14. プレゼンテーション② 

15. シチュエーション別コーディネート提案 

16. シチュエーション別コーディネート提案のプレゼン 

17. お聞きだしカルテ 

18. お聞きだしカルテのプレゼン 

19. マネキンへの着せつけ 

20. 試験 

21. 授業の総振り返り 
 
評価方法・対象・比重  出席状況・授業態度 45％ テスト・レポート 55％ 

 
 
主要教材図書                   

参考図書  

その他資料  
 
記載者氏名 門元 伸子 

   

２０２２年度 カリキュラム科

目概要 

文化服装学院教務部 
 

授業の特徴と担当教員紹介 
実際の現場での経験を活かしたより実践的な授業を実施。即戦力となる知識・マナーを身につける。 
小テストを行い、細かく学習内容を理解・把握していく。 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR2 

科目ｺｰﾄﾞ 100620 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 2年 

科目名 アパレル商品概論Ⅱ 

単  位     3単位 

授業期間 （ 集中 ） 
 
担当教員(代表)：久保田智美 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

講義・課題の実習・確認テストを通し、接客をはじめ、アパレル業界で最低限必要な商品知識を習得、向上させる。 

売場など実際の現場で身につけた知識を応用し、アウトプットできるようにする。 

  
【授業計画】 

Ⅰ．商品知識の習得････････････････････････････････････････････(講義・実習)  

 

 １、アイテム別商品知識･･････････（講義・実習） 

  商品を扱うために必要な基礎アイテムのデザイン、名称、特徴、素材他を総合的に理解させる。 

  接客時やクライアント対応のセールストークや表現力、また企画などにも応用できる知識を身につける。 

  ファッションビジネス検定 2級の造形知識範囲の試験対策も行う。 

① アパレル商品知識の概論・総論 0.5 

② ファッションビジネス検定 2級 造形知識の試験対策 2.5 

③ 柄について 2 

④ ランジェリー・ホームウエア 0.5 

⑤ アパレル小物 0.5 

⑥ ニットアウターウエア 1 

⑦ ジャケット 2 

⑧ コート 2.5 

 

２、フォーマルウエアの知識･･････････（講義） 2 

    メンズ、レディースウエアのドレスコードとその着こなしを理解させる。 

 

 ３、まとめ試験･･････････0.5 

 
 
【評価方法】  

S～C・F評価 評価基準：ミニ試験、まとめ試験・課題60％  出欠・授業態度40％ 

 
主要教材図書              

ファッション流通講座②コーディネートテクニック アパレル編Ⅰ（商品知識 

参考図書     
ファッション辞典（文化出版局）  

その他資料    
  ファッションビジネス検定 2級ガイドブック 
  

記載者氏名  久保田智美 

 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  VR2 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 Ⅱ部 ファッション流通科２年 

科目名 コーディネートⅡ 

単  位   １単位 

授業期間 （  通年 ） 
 
担当教員(代表)：夏目 幸恵 共同担当者：  

 
 
概要（教育目標・レベル設定など 200字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 
ファッションコーディネートに必要な基本知識と技術を習得することを目標とする。 
ファッションイメージ・アクセサリーに視点を置き、それぞれのコーディネートテクニックの講義・スタイリン
グ実習から撮影までを行う。            合計 14コマ（講義 6コマ 実習 6コマプレゼン 2コマ）                        
  

コマ 内 容 

1 アクセサリー視点を置いたコーディネート （帽子の装いを学ぶ） 帽子の種類と名称、かぶり方、顔と帽子のバランス  講義 

2 アクセサリー（帽子）課題：グループ分け、コーディネート案  実習 

3 アクセサリー（帽子）課題：撮影準備 実習 

4 アクセサリー（帽子）課題：撮影 実習 

5 アクセサリー（帽子）課題：個人まとめ点検 実習 

6 アクセサリー（帽子）課題：個人まとめ提出 実習 

7 カラーに視点を置いたコーディネート  （フォカマイユ、コントラスト、セパレーション、アクセント）講義 

8 カラーに視点を置いたコーディネート  （トーン・オン・トーン、トーン・イン・トーン、グラデーション、マルチ配色）講義 

9 カラーに視点を置いたコーディネート課題：グループ分け、コーディネート案  実習 

10 カラーに視点を置いたコーディネート課題：撮影準備 実習 

11 カラーに視点を置いたコーディネート課題：撮影 実習 

12 カラーに視点を置いたコーディネート課題：個人まとめ点検 実習 

13 プレゼンテーション① 

14 プレゼンテーション② ファイル提出 

15  

 

Ｓ～Ｃ・Ｆ評価 

評価基準：学業評価 90％ 授業態度10％ 
 
主要教材図書  
文化ファッション大系 ファッション流通講座 コーディネートテクニック 演出編                  

参考図書  

その他資料  
 
授業の特徴と担当教員紹介 
ファッションコーディネートに必要な基本知識と技術を習得する 
 

記載者氏名 夏目 幸恵 
 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

 科コード：VR2                科名：ファッション流通科 2年 Ⅱ部 

 科目コード：             科目名：ファッションカラーⅡ 

単  位 3単位 

授業期間  後期 
 

担当教員(代表)：桑野 恵美 共同担当者：  

 

教育目標・レベル設定など 

ファッション業界における色彩実務について具体的に理解し、色彩の専門的な知識を応用、活用する方法を学ぶ。                                                                   

ファッション色彩能力検定 2級に対応。 
 

 

1． 色彩理論（光・視覚・心理）               光と色/色覚のしくみ/色彩心理（視認性、誘目性、色のイメージ）                                      

                                                                               <講義および演習 2コマ> 

 

2． 色彩体系 （色名とカラーシステム）         色名/三属性による色の表示/色見本とカラーコード 

                                                                              <講義および演習 2コマ> 

 

3.  配色と色彩調和                            流行配色（コンプレックス、トーンオントーン、カマイユ/フォカ

マイユ、トーンイントーン、トーナル、ビコ・トリコロール） 

                                              調和の技術 

                                             （ドミナント、コントラスト、ナチュラルシーケンス） 

                                              色彩調和論 （ゲーテ、シュヴルール、マンセル、オストワルト、 

                                              イッテン、ムーン＆スペンサー、ジャッド） 

<講義および演 5コマ> 

 

4.  ファッション産業における色彩計画          情報としての色彩（商品企画における色彩計画、ファッションイメ

ージと色、移調）/生産段階における色彩計画（色彩管理）/販売に

おける色彩計画（VMD、パーソナルカラー） 

                                                                                    <講義および演習 5コマ> 

その他：演習に該当する家庭実習有り。 
 

評価方法 

S～C・F評価 評価基準：学業評価 70％ 授業姿勢 30％ 

 
主要教材図書 『ファッション色彩Ⅱ』 

『ファッション色彩能力検定試験 2級問題集』（文化出版局） 

参考図書    

その他資料  ベーシックカラー140B5版、カラーチャート（1年次使用） 

授業の特徴と担当教員紹介      

ファッション・アパレルにおける色彩活用を中心に、商品企画・店舗 VMD などの活動経験をもとに、ファッション業界における色

彩実務 についての専門的な知識や活用方法の授業を実施  
 

記載者書名欄 桑野恵美 

 

文化服装学院教務部  １ 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 



秋山ひろみ
Ⅱ

秋山ひろみ
VMD

秋山ひろみ
秋山裕美

秋山ひろみ



秋山ひろみ
ディスプレイの基本のテクニックを学び、店頭、売り場の演出のプランニングとディスプレイを行う

秋山ひろみ
VMD概論　VMDとは　　目的と役割、効果を知る

秋山ひろみ
9コマ

秋山ひろみ
什器レイアウト、商品レイアウト、それらをまとめたレポート

秋山ひろみ



秋山ひろみ
什器の種類、サイズ　通路幅　人の行動など　

秋山ひろみ
個人課題

秋山ひろみ
デザインの出し方、考え方、表現法

秋山ひろみ
どのような店のVMDを行うか業種など情報を各自提案

秋山ひろみ
グラフィックス

秋山ひろみ
ショッパー、ショップカード、DM、POP、ノベルティなど

秋山ひろみ
イメージ画像、スケッチ、　図解

秋山ひろみ
フェアーの開催の為のVMD

秋山ひろみ
ディスプレイテクニック

秋山ひろみ
VMDマップ制作

秋山ひろみ
　5コマ　グループ演習

秋山ひろみ
出席状況による　意欲（積極性）協調性　

　　　

秋山ひろみ
ディスプレイの基本となるテクニック、ウエアリング、フォーミング、

秋山ひろみ
置く、吊る、ピンナップ、ピンワーク を演習

秋山ひろみ
着せ方、置き方、吊りかた、貼り方、布の扱い方
道具、用具の使い方とマナー　演出

秋山ひろみ
デザイン画の制作
テーマ・コンセプトの構築テーマカラー 、季節・イベント
使用マネキンやトルソーの選び方
構成、レイアウト、演出について　POP

秋山ひろみ
講義（実演で説明）と演習

秋山ひろみ
講義と自習制作

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ

秋山ひろみ
VMD政策をフェアー、イベントを行う設定で資料の制作を行う


秋山ひろみ
ショップにおけるVMD政策の目的・効果を演習を通して学ぶ

秋山ひろみ
ディスプレイ・VP・VMD(文化服装学院編）

秋山ひろみ
inspiration(海外のディスプレイ写真集）　インテリア 　店舗 　グラフィックの本 

秋山ひろみ
マネキン会社カタログ　雑誌

秋山ひろみ
提出物による理解力　技術　発想（デザイン）

秋山ひろみ
制作にあたっての用語・知識の説明

秋山ひろみ
Ⅱ部ファッション流通科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

秋山ひろみ
店頭ディスプレイプランニング

秋山ひろみ
評価対象課題


秋山ひろみ
提出課題


秋山ひろみ
2022

秋山ひろみ
Ⅱ部ファッション流通科



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ VR2 

科目ｺｰﾄﾞ 100320 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 2年 

科目名 アパレル商品構造論・演習Ⅱ 

単  位     ３単位 

授業期間   前期  
 
担当教員(代表)：德滿 真紀 共同担当者：  

 
 
概要（教育目標・レベル設定など 200 字程度）（職業実践専門課程認定要件に基づきＨＰ上で公開します） 

ファッションビジネスにおいて生産・流通・販売されているアパレル商品の構造・パターン・生産の基礎を学ぶ。 

実際にシャツを製作することによって構造やパターン生産について理解させる。 

製作したアイテムは、シャツ構造のレポート制作、スタイリング提案をまとめ発表。 
  
コマ 内 容 

1 シャツを試着しサイズ決定・直線ミシン練習 

2 パターンカット・裁断・芯貼り・縫い代始末説明 

3 ポケット作り・付け説明・実習 

4 前端の始末・裾アイロン説明・実習 

5 前身頃と後ろ身頃にヨーク付け説明・実習 

6 衿作り（台衿つきシャツカラー）説明・実習 

7 衿付け説明・実習 

8 袖付け（ロックミシン始末・ステッチ）説明・実習 

9 脇袖下 縫い合わせ（アイロンで片返しにたおす）説明・実習 

10 裾上げ始末（三つ折りミシン）説明・実習 

11 ボタンホール（生産管理室）説明・実習 

12 ボタン付け（二つ穴、四つ穴、足つきボタン） 

仕上げアイロン説明・実習 

13 シャツ試着提出（発表会） 

スタイリング提案とシャツ構造まとめレポート作成  

14 各自研究レポート提出 

 
評価方法・対象・比重 

1 成績評価‥S A B C F 評価 

2 平常成績‥シャツ実物作品技術 30％/レポート完成度 20％/授業内応答 10％  

3 授業姿勢‥出欠席 20％/課題提出状況 20％ 
 
 
主要教材図書  文化ファッション大系改訂版ファッション流通講座①コーディネートテクニックアパレル編Ⅱ 

（商品構成）文化服装学院編  学校法人文化学園 文化出版局               

参考図書    文化ファッション大系改訂版ファッション流通講座②コーディネートテクニックアパレル編Ⅰ       
（商品知識）文化服装学院編  学校法人文化学園 文化出版局 

その他資料   実物参考標本、段階標本 

授業の特徴 既定のシャツを試着。各自の体型に合わせたパターンを選び、シャツの構造を学びレポート作成と 
各自のスタイリング提案を行う。 

 
担当教員紹介 文化服装学院 専任講師  

 
記載者氏名   德滿 真紀 

 

2022 年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  23502 

科目ｺｰﾄﾞ 980020 

科  名 Ⅱ部ファッション流通 2年 

科目名 特別講義Ⅱ 

単  位 1単位 

授業期間 通年 
 

担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

現役のファッション業界人を講師として招き、ファッションビジネスやファッション業界の現状を知ることを目標とする。 

また、それらを卒業研究創作にもつなげる。 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

就職活動に向けて 講義 1 

マーケティング知識の活用 講義 1 

SDGsについて 講義 1 

ファッションテック 講義 1 

ファッションビジネスにおける SNS活用 講義 1 

WEBマーケティング 講義 1 

社会人に向けての心構え 講義 1 
 
評価方法・対象・比重 

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
  
授業の特徴と担当教員紹介  
業界で活躍するプロの話を聞き、職業理解と自身の目標設定につなげる機会とする。 

担当者：薫森三義（文化服装学院 専任講師） 

記載者氏名 薫森三義 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ  23502 

科目ｺｰﾄﾞ 945201 

 945202 

科  名 Ⅱ部ファッション流通科 2年 

科目名 インターンシップｂ（1Ｗ・2Ｗ） 

単  位 1～2単位 

授業期間 通年 

 
担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  

 
 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

現場でのインターンシップを通して、①業界の現状を知ること、②自身のスキルアップにつなげることを目標と

する。 

  
【授業計画】 

テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

 

・自主参加によるインターンシップ（実習）を実施する。 

・インターンシップ企業は自身で開拓、もしくはキャリア支援室に紹介された企業とする。 

・インターンシップであるため交通費や賃金は発生せず、無償での実習とする。 

・インターンシップ後にはレポートの提出が必要となる。 

・実習時間によって付与される単位数が決定する。 

 インターンシップｂ 1Ｗ：1週間（8時間×5日間＝40時間）に相当する実習には1単位付与 

  ※15コマ相当として換算 

 インターンシップｂ 2Ｗ：2週間（8時間×10日間＝80時間）に相当する実習には2単位付与 

※30コマ相当として換算 

・単位付与に必要なレポート内容や実習時間はⅠ部インターンシップと同様とする。 

 

 

 
【評価方法】  

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 

 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

記載者氏名 薫森三義 

 

授業の特徴と担当教員紹介  
企業での仕事内容を理解し、自身のキャリアを考える機会とする。 

担当者：薫森三義（文化服装学院 専任講師） 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 

 



 
      

科ｺｰﾄﾞ  23502 

科目ｺｰﾄﾞ 970100 

科  名 Ⅱ部ファッション流通 2年 

科目名 卒業制作 

単  位 2単位 

授業期間 後期 
 

担当教員(代表)：薫森三義 共同担当者：  
 

 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

2年間の集大成となるファッションビジネス分野についての卒業研究を行う。情報活用を念頭に、各自の研究テ

ーマに基づいた調査・研究から、時代を意識した新たなビジネス企画提案を目標に活動を進める。また、研究結

果を成果物として具現化し、プレゼンテーションまで実践する。 

※ファッションビジネス概論Ⅱの授業と連動しながら進行する 
 
【授業計画】テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、テーマ別所要コマ数、 

他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先 

テーマ 方法 コマ数 

発表イベント企画 グループごとにアイデア出し 

展示テーマ決め／図面、掲示物（共通 個人）、ロゴ、チラシなど 

グループ活動 1 

発表イベント企画 グループごとにアイデア出し 

図面、掲示物（共通 個人）、ロゴ、チラシなど 

グループ活動 1 

発表イベント企画 コンペ形式 

図面、掲示物、ロゴ、チラシなど、個人展示装飾決定  

グループ活動 

プレゼン 

1 

発表イベント企画 パソコン室での入力作業 

共通展示物入力・印刷・絵コンテ提出 

実習 1 

発表イベント実践 

展示スペースの確保と展示装飾 

実習 1 

発表イベント実践 

展示教室でのアテンド業務 当番制で 1コマカウント 

実習 1 

発表イベント実践 

展示の撤去と教室整備 

実習 1 

 
評価方法・対象・比重 

履修認定（Ｐ表示） 評価基準：学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する 
 
主要教材図書 なし                  

参考図書 なし 

その他資料 なし 
  
授業の特徴と担当教員紹介  
時流を捉えたファッションビジネス分野に関する企画立案を実践し、発表イベント（展示）を通して公開する 
担当者：薫森三義（文化服装学院 専任講師） 

記載者氏名 薫森三義 

２０２２年度 カリキュラム科目概要 文化服装学院教務部 
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